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研究成果の概要（和文）：本研究の対象は2つある。その1は劉徽注・李淳風注を含めた『九章算術』である。
我々の目的は、我々の前課題（基盤研究(C)20500879）を引継ぎ『九章算術』の精緻な訳注を完成することであ
った。本研究期間において第五巻商功章から第八巻方程章までを完成させ、13本の論文として発表した。現在、
最終の第九巻勾股章の訳注を行っている。
その2は岳麓書院蔵秦簡『数』である。岳麓書院の解釈を我々の『算数書』研究（基盤研究(C)15500664）の観点
から検証した。図版から文字を釈読し直し『数』の訳と注を与え、11本の論文として発表した。算題を配列し直
した後、2016年11月に『数』の研究書を出版した。

研究成果の概要（英文）：Our research has two objects. The one is "The Nine Chapters on the 
Mathematical Art (九章算術)" including annotations of both Liu Hui (劉徽) and Li Chunfeng (李淳風). 
Our aim is to provide its complete translation and annotation based on our detailed study, which 
follows our previous research (C)(20500879). In this research period, we have proceeded from the 
chapter 5 to 8, and as a result, published 13 articles. We now progress the final chapter 9. 
The other is the book "Shu (数)" of Qin Dynasty, which is housed at Yuelu Academy (岳麓書院). We 
inspected Yuelu Academy's interpretation from the viewpoint of our previous work (C)(15500664) on "
Suanshushu (算数書)." Then, based on the texts we distinguished again from the photographs, we have 
made the translation and annotation of the "Shu," and published 11 articles. After the rearrangement
 of the problems, we published a research book on the "Shu" on November 2016. 

研究分野：総合領域
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１．研究開始当初の背景 
従来、『九章算術』の和訳としては川原秀樹
氏のもの(1980)があったが、 和訳のみで釈
文(漢文)と訓読が無く、意訳も見られる点に
不満があった。我々は、岳麓書院蔵秦簡『数』
や張家山漢簡『算数書』などの秦漢期古算書
と対照するものとして『九章算術』を捉えて
おり、研究用として比較対照に応えられる、
直訳に近いほどの忠実な解読書を必要とし
ていた。そこで平成 19 年 4 月より「中国古
算書研究会」を組織し、『九章算術』の詳細
な訳注作成を開始した。これには科研費基盤
研究(C)(20500879)の補助を受け、その研究
期間では劉徽の序文と第4巻少広章までを進
めていた。 
一方で近年、秦漢期の古算書が続々と発見さ
れている。本研究期間前には上記の『数』や
睡虎池漢簡『算術』が、本研究期間中にも北
京大学蔵秦簡『算書』が出現した。 
『数』については平成 24 年年初に写真図版
を付した注釈書が岳麓書院より出版された。
岳麓書院の解釈や資料は出版前の平成22年9
月の国際学会で検討されており、そこで我々
が発表した成果の多くは岳麓書院側の注釈
書に取り入れられていた。しかしそれでもな
お整理研究担当者の肖氏の案には修正すべ
き点が多く残されていた。中国古代文字資料
研究の常で、学会等で得た情報は整理研究担
当者の発表までは秘匿されなければならな
かった。そのため我々が本格的な再検討を開
始できたのは写真図版が出版された後、本研
究期間の開始と前後してのことだった。 
 
２．研究の目的 
(1) 『九章算術』の本文・劉徽注・李淳風注
の全てに、研究基礎資料として耐えうる忠実
な訳注を完成させる。 
(2) 岳麓書院蔵秦簡『数』に対して、張家山
漢簡『算数書』研究の成果をふまえ、写真版
を元にした緻密な訳注を作成する。 
(3) 『数』『算数書』などの秦漢期の古算書
との対比から、中国古代数学の水準を明らか
にし、『九章算術』の成立年代を推定する。 
 
３．研究の方法 
(1) 『九章算術』については、章ごとに主担
当者を決め、訓読・訳・注の案を作成してい
る。その前提となる釈文は、宋版が残る第 4
巻までは郭書春氏のテキストでおおむね不
満はなかった。しかし、宋版が失われた第 5
巻からは、郭氏のテキストも後に進むにつれ
て手が多く入れられるようになり、同意でき
ない部分が多く出てきた。そこで微波榭本を
第一に他のいろいろな版本も参照し、海外の
研究も参考にしながら校訂を行った。それを
元に中国古算書研究会において、数学・数学
史・古代文字学・古代文化史など様々な専門
性から検討した。成果は大阪産業大学論集に
順次発表してきた。 
(2) 『数』について、次のように行った。ま

ず『算数書』研究と同様に写真版を元にした
文字起こしを行う。さらに関連する算題に分
類し、漢文解釈と数理解釈それぞれの担当者
が協力して訓読・訳・注の案を作成する。そ
れを中国古算書研究会で様々な専門性から
検討する。成果は大阪産業大学論集に順次発
表する。全算題の訳注が終わった段階で算題
の配列を検討する。 
(3) (1)(2)の成果を元に『数』『算数書』と
『九章算術』本文、また劉徽注との質的差異
を整理する。ここで術語の整理は一部進んで
いる。算木計算についても適宜考察した。こ
のようにして秦漢期の数学的発展の流れを
考察する。 
 
４．研究成果 
(1) 主な研究成果 
①『九章算術』については、残念ながらまだ
訳注は完成していない。しかし、本研究期間
で発表した論文は 13 本、先行する研究課題
の分も含めると 27 本になる。内容的にも全 9
巻の内、第 8巻まで訳注を終えており、よう
やく終わりの見えるところまできた。 
②岳麓書院蔵秦簡『数』については、訳注 6
本、数学史的・古代文化史的に考察した論文
5 本を発表した。これらの結果は、国内会議
4件、国際会議 3件として発表した。 
さらに訳注をまとめた研究書を平成 28 年 11
月に出版した。ここで『数』算題を我々の『算
数書』配列との比較により再配列した。また
研究書の図版では、竹簡の横に文字を表示し、
どの筆記をどの字と読んだかも明らかにし
た。同図版の版権購入は本研究費で賄った。 
③紀元前 200 年前後の成書である『数』や『算
数書』は、訳注研究書の作成により、その性
格（中級官吏の徴税計算のための指南書）が
明らかとなった。『九章算術』本文はこうい
った個別の計算を集めたものではあるが、平
方根の計算や連立 1 次方程式の解法など、
『数』や『算数書』にはない高度な数学的内
容も含んでいる。劉徽注に至っては数学書と
呼ぶにふさわしい考察がなされている。 
(2) 国内外における位置づけとインパクト 
『九章算術』については、訳注が未完ではあ
るが、他研究者の研究に我々の論文が基礎文
献として用いられたこともあり、研究基礎資
料としての用は達しつつあると考える。 
『数』については、岳麓書院側の研究書には
我々の貢献に対して、全体を通した謝辞はあ
るが具体的問題が明示されていないのが残
念だが、すでに我々の研究成果は多く取り入
れられている。また、2016 年 12 月には岳麓
書院の陳松長氏と算題配列について議論し、
一定の評価を得た。『算数書』研究のときと
同様に、我々の研究書は解釈において世界で
も最高水準に至っていると自負している。秦
漢期古算書の解釈では我々の研究が一つの
基準となったと考える。 
ちなみに、写真図版で竹簡の横に文字を表示
するのは我々の『算数書』研究書が嚆矢であ



ったと思う。岳麓書院の研究書でも文字が図
版に併記されている。しかし、筆記と釈字の
対応まで明示しているものは他にない。 
(3) 今後の展望 
『九章算術』については、遅れている訳注を
平成 29 年度中に完了させ、その後成果とし
てなるべく早期に書籍化したい。 
他の秦漢期古算書としては、睡虎地漢簡『算
術』や北京大学蔵秦簡『算書』が見つかって
いる。とくに『算術』はその配列が完全に復
元可能であり、写真図版の公開が強く待たれ
る。しかし出版予定と聞いた日から 3年以上
が過ぎるが未だ刊行されていない。出版公表
され次第、同書の研究の他、『数』配列の再
検討や秦漢期古算書の数学的水準の解明に
取り組みたい。 
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